
訪問先①千葉県い町

これは、 15号の図ですが、

19号と21号による大雨の重ね被災

があったことも付け加えます。

位置的には高所の谷間にあり、とこを強風が下
“

図の進行通りにさたら、まさに ホースの厩理に 

より強風の力が倍増し、寺わりの家で1刹何件かが 

崩壊を余饒なくされるところを見かけるIきと。
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6釘 S氏宅
く倒れた私の家が突然解体された。近所なとが冷たい。通訳lさいない…＞

海
令和元年9/9（月）午前3時（台風15号）

そのとき、 千葉聴覚障害者センターヘは・・・

•本人や行政からの連絡なし

•本人や行政からの相談なし

・手話通訳派遣依頼なし

※隣接する市の協会会長が見

つけ、 当センター に連絡

（本人の話）

9/9（月）

AM3:00 睡眠中、 家の揺れに気づいた

AM5:oo すこい突風がきた

家の屋根瓦や外壁が飛び散っていた。

自宅の敷地内には、 建物がいくつかあるが、

大きな二階建ての家屋が二軒、 大破し全壊した。

本人は網膜色素変注症を発症しており、 視力障害もあり、

日中の明るい時も見えづらく、

暗くなるとほとんど見えない吠態。

日常は一人暮らしであるが、

隣市に住む妹（ろう）が通院等の際に、

付き添いをするなどの支援をしている。
e·"-＾“ 沿＇；

- 17-



函 ◆非会員、 ご本人からの連絡なし。

◆隣市のろう者協会の会長からの情報提供。

「手話通訳してくれる人がいない・・・」とのSOS。

◆二次的被害 → 被災後の手続きや処理方法についで情報がな

く、 とうしてよいか全く分からない状態で、重い

情報障害に陥っている。

（千葉聴覚障害者センターから訪問）

①令和2年 8/27 （木）

②令和2年 10/12 （月）

③令和2年 10/15 （木）

|SOS呵内容や背景I
• 本人所有の敷地内に数軒の家屋があったが、 強風により、 2階建ての大きな家屋2軒

が大破し全壊した。

・ 被害に遭った数軒の家屋の解体や撤去作業は自衛隊らしき人がやってくれたが、 突然の

ことでもあり事前清報もなく、 いったい何が起こっているのか？説明してくれる人もな

く、 手話通訳も

いなかった。

・ 被災後は、 かろうじ

て残った小さな平屋

建ての家屋で暮らし

ている。

• 本人は網膜色素変性

症を患っていて、 暗 t

いところでは怖くて

歩けない。 昼間でも

眩しくて見づらいこ

ともある。

・ 相談晨が介入後に判

明したことであるが、 糖尿病から、 腎臓病も併発し、 重度化しており、 人工透析の一歩

手前の状態と判明。

• 本人の病識の問題もあり、 重篤なケ ースであることから、 通院の際に当センター相談員

が同行し支援をすることになる。

・ 自宅は、 周囲が田畑や山に囲まれる田園地帯にあり、 周囲に買い物ができる店が一軒も

ない。 妹は面倒見がよく、 頻繁に訪問して支えている状態であり、 長く続けることはで

きないことは目に見えている。 今後の本人の暮らし方について、 改めて見直しが必要に

なった。

• 本人は65歳未満であることから、 福祉サービス対応となり、 ヘルパー派遣も含めた支

援体制を検討していくこととなった。
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